
資格別単位一覧表　① 各資格欄にある数字は単位数を表す

必修 選択 計 必修 選択 計 必修 選択 計

日 本 国 憲 法 講 １年 2 2 2

情 報 基 礎 演 １年 1 1 1

情 報 応 用 演 １年 1 1 1

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨとｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ 講 １年 1 1 1

英 語 基 礎 演 １年 1 1 1

英 語 応 用 演 １年 1 1 1

運 動 と 健 康 講 １年 1 1 1

生 涯 ス ポ ー ツ 実 技 実 １年 1 1 1

平 和 と 友 愛 論 講 １年 1 1 1

組 織 論 講 １年 1 1 1

アカデミ ック スキ ルズ 講 １年 1 1 1

ラ イ テ ィ ン グ ス キ ル 講 １年 1 1 1

地 域 と 協 働 演 １年 1 1 1

幼 児 と 健 康 講 １年 1 1 1

幼 児 と 人 間 関 係 講 １年 1 1 1

幼 児 と 環 境 講 １年 1 1 1

幼 児 と 言 葉 講 １年 1 1 1

幼 児 と 表 現 講 １年 1 1 1

保 育 内 容 総 論 演 ２年 1 1 1

保 育 内 容 （ 健 康 ） 演 １年 1 1 1

保育内容 （人 間関 係） 演 １年 1 1 1

保 育 内 容 （ 環 境 ） 演 １年 1 1 1

保 育 内 容 （ 言 葉 ） 演 １年 1 1 1

保 育 内 容 （ 表 現 ） 演 １年 1 1 1

教 育 原 理 講 １年 2 2 2

教職及び教育の制度・経営論 講 ２年 2 2 2

子 ど も の 理 解 と 援 助 演 １年 1 1 1

保 育 の 心 理 学 講 １年 2 2 2

子ども家庭支援の心理学 講 ２年 2 2 2

教 育 課 程 概 論 講 １年 2 2 2

教 育 の 方 法 及 び 技 術 演 ２年 1 1 1

幼児理解の理論及び方法 講 ２年 1 1 1

教 育 相 談 講 ２年 2 2 2

保 育 原 理 講 １年 2 2 2

子 ど も 家 庭 福 祉 講 １年 2 2 2

社 会 福 祉 講 １年 2 2 2

社 会 的 養 護 Ⅰ 講 １年 2 2 2

社 会 的 養 護 Ⅱ 演 ２年 1 1 1

子 ど も の 保 健 講 １年 2 2 2

子 ど も の 健 康 と 安 全 演 ２年 1 1 1

子どもの 食と 栄養 概論 演 ２年 1 1 1

子どもの 食と 栄養 実践 演 ２年 1 1 1

子 ど も 家 庭 支 援 論 講 ２年 2 2 2

乳 児 保 育 Ⅰ 講 １年 2 2 2

乳 児 保 育 Ⅱ 演 ２年 1 1 1

インクルーシブ保育基礎 演 １年 1 1 1

インクルーシブ保育応用 演 １年 1 1 1

子 育 て 支 援 演 ２年 1 1 1

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目

50

単

位

以

上

必

修

54

単

位

以

上

必

修

72

単

位

以

上

必

修

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

12
単
位
以
上
必
修

12
単
位
以
上
必
修

12
単
位
以
上
必
修

幼児保育学科［令和8年度入学生適用］

区分 授業科目
短大卒

形態
履修
年次

保育士
備考

幼稚園教諭二種

－ 12 －



資格別単位一覧表　②

必修 選択 計 必修 選択 計 必修 選択 計

子 ど も と 造 形 表 現 演 １年 1 1 1

子 ど も と 文 化 財 基 礎 演 １年 1 1 1

子 ど も と 文 化 財 応 用 演 ２年 1 1 1

子 ど も と 身 体 表 現 演 １年 1 1 1

子どもと身体表現の実践 演 ２年 1 1 1
子どもと音楽表現（歌唱とピアノ基礎） 演 １年 1 1 1
子どもと音楽表現（子どもの歌と伴奏法） 演 １年 1 1 1

子どもと音楽表現（弾き歌いの実践） 演 ２年 1 1 1

子どもと音楽表現（創作的音楽活動） 演 ２年 1 1 1

教育実習 事前 事後 指導 実 1･2年 1 1 1

教 育 実 習 実 1･2年 4 4 4

保育・教職実践演習（幼稚園）Ⅰ 演 ２年 1 1 1

保育・教職実践演習（幼稚園）Ⅱ 演 ２年 1 1 1

保育実習指導Ⅰ（保育所） 演 １年 1 1 1

保育実習指導Ⅰ（施設） 演 ２年 1 1 1

保育実習 Ⅰ（ 保育 所） 実 １年 2 2 2

保 育 実 習 Ⅰ （ 施 設 ） 実 ２年 2 2 2

保 育 実 習 指 導 Ⅱ 演 ２年 1 1 1

保 育 実 習 Ⅱ 実 ２年 2 2 2

子ども学演習Ⅰ（基礎） 演 １年 2 2 2

子ども学演習Ⅱ（発展） 演 ２年 2 2 2

子 ど も と 絵 本 Ⅰ 演 ２年 1 1 1

子 ど も と 絵 本 Ⅱ 演 ２年 1 1 1

合　　　　　　計 62単位以上 66単位以上 84単位以上

専
　
門
　
教
　
育
　
科
　
目
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単

位
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単

位

以

上

必
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各資格欄にある数字は単位数を表す

区分 授業科目 形態
履修
年次

短大卒 幼稚園教諭二種 保育士
備考

－ 13 －
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幼児保育学科の免許・資格について （令和 8年度入学生適用） 

(1)幼稚園教諭二種免許状 

本学に２年以上在学し、卒業することが「基礎資格」であり、かつ、教育職員免許法（昭和 24 年法律第 147 号）および

教育職員免許法施行規則（昭和29 年文部省令第26 号）に定められた次の科目を修得する必要があります。 

幼稚園教諭二種免許状取得に必要な単位を修得した学生には、免許状申請にかかる所定の手続を経たのち、高知県教育委員

会から免許状が授与されます。幼稚園教諭免許状の申請については、２年生の後期に説明会を行い、所定の手続をしてもらい

ます（申請手数料見込額は3,700 円）。説明会日程については掲示で知らせます。 

 

教育職員免許法施行規則第 66 条の６に定める科目 

免許法施行規則に定める科目 単位数 本学での開設授業科目 
単 位 数 

備 考 
必修 選択 

日本国憲法 2 日本国憲法 2   

体育 2 
運動と健康 1   

生涯スポーツ実技 1   

外国語コミュニケーション 2 
英語基礎 1  

 
英語応用 1  

情報機器の操作 2 
情報基礎 1  

 
情報応用 1  

合 計 8 合 計 8   

 

領域及び保育内容の指導法に関する科目 

施行規則に定める科目区分等 
本学での開設授業科目 

単 位 数 
備 考 

科目区分 
各科目に含める 

ことが必要な事項 
単位数 必修 選択 

領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項 

健康 

12 

幼児と健康 1   

人間関係 幼児と人間関係 1   

環境 幼児と環境 1   

言葉 幼児と言葉 1   

表現 幼児と表現 1   

保育内容の指導法 

（情報機器及び教材の活用を含む） 

保育内容総論 1   

保育内容（健康） 1   

保育内容（人間関係） 1   

保育内容（環境） 1   

保育内容（言葉） 1   

保育内容（表現） 1   

子どもと造形表現 1   

子どもと音楽表現（歌唱とピアノ基礎） 1   

合 計 12 合 計 13   
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教育の基礎的理解に関する科目等 

施行規則に定める科目区分等 
本学での開設授業科目 

単 位 数 
備 考 

科目区分 各科目に含める必要事項 単位数 必修 選択 

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目 

教育の理念並びに教育に関

する歴史及び思想 

6 

教育原理 ２   

教職の意義及び教員の役割・

職務内容（チーム学校運営へ

の対応を含む。） 

教職及び教育の制度・経営論 ２   教育に関する社会的、制度的

又は経営的事項（学校と地域

との連携及び学校安全への

対応を含む。） 

幼児、児童及び生徒の心身の

発達及び学習の過程 
保育の心理学 2   

特別の支援を必要とする幼

児、児童及び生徒に対する理

解 

インクルーシブ保育基礎  1  

インクルーシブ保育応用  1  

教育課程の意義及び編成の

方法（カリキュラム・マネジ

メントを含む。） 

教育課程概論 ２   

道徳、総合

的な学習の

時間等の指

導法及び生

徒指導、教

育相談等に

関する科目 

教育の方法及び技術（情報機

器及び教材の活用を含む。） 

4 

教育の方法及び技術 １   

幼児理解の理論及び方法 幼児理解の理論と方法 １   

教育相談（カウンセリングに

関する基礎的な知識を含

む。）の理論及び方法 
教育相談 ２   

教育実践に

関する科目 

教育実習 5 
教育実習事前事後指導  １  

教育実習  ４  

学校体験活動    ―    

教職実践演習 ２ 

保育・教職実践演習（幼稚園）Ⅰ  1  

保育・教職実践演習（幼稚園）Ⅱ  1  

合 計 17 合 計 14 7  

 

 

 (2)保育士資格 

 保育士資格を得るためには、本学に２年以上在学し、卒業に必要な単位を修得するとともに、児童福祉法施行規則（昭和23

年厚生省令第11 号）に定められた次の表に示す科目を修得する必要があります。 

 保育士資格取得に必要な単位を修得した学生には、指定保育士養成施設卒業証明書が発行され、保育士登録を申請します。

所定の手続を経たのち、都道府県知事から保育士証が交付されます。また、保育士登録の申請については、２年生の後期に説

明会を行い、所定の手続をしてもらいます（申請手数料見込額4,600 円）。説明会日程については掲示で知らせます。 

告示による科目 

系列  科目 
授業

形態 
単位数 本学での開設授業科目 

授業

形態 

単位数 
備 考 

必修 選択 

教 

養 

科 

目 

外国語、体育以外の科目 不問 ６以上 （教養教育科目）  6 4  

外国語 演習 ２以上 
英語基礎 演習 １   

英語応用 演習 １   

体育 
講義 １ 運動と健康 講義 1   

実技 １ 生涯スポーツ実技 実技 １   

合  計 10 単位以上 
 10 4  

14 単位（≧10 単位）  
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告示別表第１による科目 

系列  科目 
授業

形態 
単位数 本学での開設授業科目 

授業

形態 

単位数 
備 考 

必修 選択 

保
育
の
本
質
・
目
的
に
関
す
る
科
目 

保育原理 講義 ２ 保育原理 講義 ２   

教育原理 講義 ２ 教育原理 講義 ２   

子ども家庭福祉 講義 ２ 子ども家庭福祉 講義 ２   

社会福祉 講義 ２ 社会福祉 講義 ２   

子ども家庭支援 講義 2 子ども家庭支援論 講義  2 保育士取得者は必修 

社会的養護Ⅰ 講義 ２ 社会的養護Ⅰ 講義 ２   

保育者論 講義 ２ 教職及び教育の制度・経営論 講義 ２   

保
育
の
対
象
の
理
解
に
関
す
る
科

目 保育の心理学 講義 ２ 保育の心理学 講義 ２   

子ども家庭支援の

心理学 
講義 2 子ども家庭支援の心理学 講義  2 保育士取得者は必修 

子どもの理解と援助 演習 １ 子どもの理解と援助 演習  １ 保育士取得者は必修 

子どもの保健 講義 ２ 子どもの保健 講義 ２   

子どもの食と栄養 演習 ２ 
子どもの食と栄養概論 演習  1 保育士取得者は必修 

子どもの食と栄養実践 演習  1 保育士取得者は必修 

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目 

保育の計画と評価 講義 ２ 教育課程概論 講義 ２   

保育内容総論 演習 １ 保育内容総論 演習 １   

保育内容演習 演習 ５ 

保育内容（健康） 演習 １   

保育内容（人間関係） 演習 １   

保育内容（環境） 演習 １   

保育内容（言葉） 演習 １   

保育内容（表現） 演習 1   

保育内容の理解と

方法 
演習 4 

子どもと造形表現 演習 1   

子どもと音楽表現（歌唱とピアノ基礎） 演習 1   

子どもと音楽表現（子どもの歌と伴奏法） 演習 1   

子どもと身体表現 演習 1   

乳児保育Ⅰ 講義 ２ 乳児保育Ⅰ 講義 2   

乳児保育Ⅱ 演習 1 乳児保育Ⅱ 演習 １   

子どもの健康と安全 演習 1 子どもの健康と安全 演習  1 保育士取得者は必修 

障害児保育 演習 ２ 
インクルーシブ保育基礎 演習  1 保育士取得者は必修 

インクルーシブ保育応用 演習  1 保育士取得者は必修 

社会的養護Ⅱ 演習 １ 社会的養護Ⅱ 演習  １ 保育士取得者は必修 

子育て支援 演習 １ 子育て支援 演習  １ 保育士取得者は必修 

保
育
実
習 

保育実習Ⅰ 実習 ４ 
保育実習Ⅰ（保育所） 実習  2 保育士取得者は必修 

保育実習Ⅰ（施設） 実習  2 保育士取得者は必修 

保育実習指導Ⅰ 演習 ２ 
保育実習指導Ⅰ（保育所） 演習  1 保育士取得者は必修 

保育実習指導Ⅰ（施設） 演習  1 保育士取得者は必修 

総 合

演 習 
保育実践演習 演習 ２ 

保育・教職実践演習(幼稚園)Ⅰ 演習  1 保育士取得者は必修 

保育・教職実践演習(幼稚園)Ⅱ 演習  1 保育士取得者は必修 

合  計 51 単位 
  3１ ２０  

51 単位  
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告示別表第２による科目（実習 3 単位を含め 18 単位以上） 

系列  科目 
授業
形態 

単位数 本学での開設授業科目 形態 
単位数 

備 考 
必修 選択 

保
育
の
本
質
・
目
的
に 

関
す
る
科
目 

 

各指定保育士養成

施設において設定 
15 

幼児と健康 講義 1  

 

幼児と人間関係 講義 1  

幼児と環境 講義 1  

幼児と言葉 講義 1  

幼児と表現 講義 1  

保育の対象の理

解に関する科目 

幼児理解の理論と方法 講義 1  
 

教育相談 講義 2  

保
育
の
内
容
・
方
法
に
関
す
る
科
目 

教育の方法及び技術 演習 １  

 

子どもと文化財基礎 演習 1  

子どもと文化財応用 演習 1  

子どもと身体表現の実践 演習  1 

子どもと音楽表現（弾き歌いの実践） 演習 1  

子どもと音楽表現（創作的音楽活動） 演習 1  

子ども学演習Ⅰ（基礎） 演習  2 

子ども学演習Ⅱ（応用） 演習  2 

子どもと絵本Ⅰ 演習  1 

子どもと絵本Ⅱ 演習  1 

保育実習 

保育実習Ⅱ又は 

保育実習Ⅲ 
実習 ２ 保育実習Ⅱ 実習  ２ 保育士取得者は必修 

保育実習指導Ⅱ又は

保育実習指導Ⅲ 
演習 １ 保育実習指導Ⅱ 演習  １ 保育士取得者は必修 

合  計 18 単位以上 
 13 １０  

２３単位（≧18 単位）  

  



- 18 - 

(3)認定絵本士 

 認定絵本士資格を取得するためには、本学に２年以上在学し、卒業に必要な単位を修得するとともに、認定絵本士養成講座

カリキュラムに関するガイドラインに定められた次の表に示す科目を修得する必要があります。 

 認定絵本士資格取得に必要な単位を修得した学生は、所定の手続きを経て、絵本専門士委員会より、認定絵本士の認定証が

交付されます。 

認定絵本士養成講座カリキュラムによる科目 

分類 中分類 認定絵本士養成講座カリキュラム 
本学での 

開設授業科目 

  オリエンテーション 

［選択］ 

子どもと絵本Ⅰ 
（演習 1 単位） 

知
識
を
深
め
る 

絵

本

論

 

絵本総論 （絵本とは何か） 

絵本各論① （絵本の歴史、絵本賞について） 

絵本各論② （資格表現、言語表現から見た絵本） 

絵本各論③ （子供の知的･社会的発達と絵本との関り） 

絵本各論④ （メディアとしての絵本の位置づけ） 

絵
本
の
体
系･

ジ
ャ
ン
ル 

さまざまなジャンルの絵本① （物語の絵本） 

さまざまなジャンルの絵本② （昔話、童話を基にした絵本） 

さまざまなジャンルの絵本③ （科学絵本等） 

絵
本
と
出
会
う 

絵本と出会う① （はじめての絵本との出会い） 

絵本と出会う② （保育・教育の場での出会い） 

絵本と出会う③ （図書館等での出会い～絵本の活用及び地域連携の可能

性） 

絵本と出会う④ （書店での出会い） 

技
術
を
高
め
る 

絵
本
の
世
界
を 

広
げ
る
技
術 

絵本の世界を広げる技術① （絵本を探す技術） 

絵本の世界を広げる技術② （ワークショップ） 

絵本の世界を広げる技術③ （絵本コンシェルジュ術） 

［選択］ 

子どもと絵本Ⅱ 
（演習 1 単位） 

絵
本
を
紹
介 

す
る
技
術 

絵本を紹介する技術① （ブックトークの技術） 

絵本を紹介する技術② （書評・紹介文の書き方） 

絵本を紹介する技術③ （支援が必要な人々や高齢者への絵本の役割） 

お
は
な
し
会 

の
手
法 

おはなし会の手法① （おはなし会を開こう） 

おはなし会の手法② （おはなし会のテクニック） 

感
性
を
磨
く 

絵本の持つ力 （さまざまな角度から絵本を見る） 

心に寄り添う絵本 （心のケアと絵本の可能性） 

絵本のある空間 （絵本のある望ましい空間とは） 

子供の心をとらえるもの （子供の心をとらえて離さないもの） 

大人の心を豊かにする絵本 （人生で3 度、絵本を手にする喜び、大人にこそ絵本を） 

ホスピタリティに学ぶ （人を楽しませる為の手法を学ぼう） 

絵
本
が
生
ま 

れ
る
現
場 

絵本が生まれる現場① （作家の感性に触れる） 

絵本が生まれる現場② （絵本の編集） 

  ディスカッション （認定絵本士としての今後の活動） 
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